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論文審査結果の要旨 
【研究目的の特徴･独創性･論理性】 
博士論文として申請対象の研究の特徴は、これまで測定が困難であった足底腱膜のステ

ィフネスを超音波せん断波エラストグラフィを用いて計測し、内側縦アーチのスティフ

ネスとの関係を観察した点である。内側縦アーチのスティフネスの低下は下肢の怪我に

繋がることから、内側縦アーチのスティフネスに貢献する要因を検討することは意義が

あると考えられる。対象論文では、内側縦アーチ、足底腱膜などの先行研究レビューも

十分に行われていた。内側縦アーチを主に支える組織は足底腱膜であるという通説を否

定するデータを示した点で独創的である。 
 
【研究方法の妥当性】 
内側縦アーチ高の計測方法は先行研究を参考にしながらもより精度が高い精度を求め

た工夫が見られる。足底腱膜の超音波せん断波速度の測定も先行研究に習い妥当性の高

いものであると考えられる。測定方法の信頼性に関しては論文本文の結果が示す通りで

ある。追試可能なように研究デザインもわかりやすく記載されており、倫理的配慮もな

されていたと考えられる。また、統計処理もサンプルサイズの計算、正規性の確認等ま

で実施しており、適切なものであった。 
 
【結果・知見の新しさ】 
内側縦アーチのスティフネスと足底腱膜のスティフネスは、屍体研究においてはこれま

でも検討されていたが、本研究はヒト生体内で検討し、さらに屍体を対象とした研究結

果と相違が見られた点で知見の新しさを有する。それらの結果は目的及び方法に対して

適切に記述されていた。結果は方法の順番に従い秩序をもって整理されており、検定結

果を適切に用いて客観的に説明されていた。図表も方法や結果を説明する上で効果的で

あったと考えられる。 
 
【考察および結論の妥当性】 
ヒト生体における内側縦アーチのスティフネスと足底腱膜のスティフネスの関係を調

査した点で新奇性があると考えられる。結果の内的妥当性も問題なく、得られたデータ

に関しても考察において先行研究との比較検討も実施し、先行研究と同程度の測定値で

あったことなどを述べている。考察においても論理の飛躍などは見られず、研究の限界



 

についても内側縦アーチのスティフネスに貢献する他の要因に関する検討や測定部位

に関することなどが適切に述べられている。 
 
【研究の当該分野における位置づけ】 
研究の結果は、スポーツ健康科学分野において障害予防に役立つと考えられる。内側縦

アーチのスティフネスを決定する要因・貢献度などを解明することで、障害予防を目的

としたトレーニング方法の開発やシューズの開発に役立つものであると考えられる。 
 
【質疑に対する応答の適切性】 
質疑をしっかりと解釈し、自らの研究ならびに当該分野の先行研究などを用いて明快で

論理的な応答がなされた。 
 
【論文審査の結果】 
当該論文は博士の学位を授与する基準を満たしていたと考えられる。また、申請者は当

該論文において筆頭著者として相応しい役割を果たしていると考えられる。 


